
平成™›年™月�日 月曜日 第œ�š™号官 報
住
所
横
浜
市
港
南
区
野
庭
町
7
5
9番
地
３

姜
龍
壽
昭
和
5
2年
４
月
８
日
生

住
所
横
浜
市
金
沢
区
柴
町
3
8
7番
地
１

金
憲
一
昭
和
3
2年
７
月
2
7日
生

禹
淑
子
昭
和
3
6年
５
月
1
2日
生

金
真
央
平
成
元
年
1
1月
６
日
生

住
所
神
奈
川
県
鎌
倉
市
大
船
2
2
0
0番
地
1
1

丁
榮
一
昭
和
3
8年
１
月
2
4日
生

李
惠
昭
和
3
7年

1
0月
５
日
生

丁
健
太
平
成
２
年
４
月
2
4日
生

丁
將
太
平
成
３
年
1
2月

2
0日
生

丁
康
太
平
成
1
2年
２
月
2
5日
生

住
所
神
奈
川
県
鎌
倉
市
大
船
１
丁
目
1
6番
３
号

辛
正
善
昭
和
５
年
７
月
2
7日
生

住
所
神
奈
川
県
秦
野
市
渋
沢
１
丁
目
3
5番
８
号

Ô
u
美
昭
和
4
7年
２
月
８
日
生

住
所
神
奈
川
県
鎌
倉
市
植
木
6
8
2番
地
１

李
由
美
子
昭
和
4
4年

1
0月
６
日
生

住
所
川
崎
市
麻
生
区
高
石
６
丁
目
2
4番

2
0
`
3
0
3号

金
聲
∑
昭
和
3
8年
２
月
2
1日
生

〇
外
務
省
告
示
第
二
十
三
号

平
成
二
十
四
年
一
月
十
七
日
に
ニ
ア
メ
で
、
食
糧
援
助

に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
ニ
ジ
ェ
ー
ル
共
和

国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

千
九
百
九
十
九
年
の
食
糧

援
助
規
約
に
関
連
し
て
行
わ
れ
る
食
糧
援
助
の
た
め
の

生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

四
億
九
千
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

ま
で

４

署
名
者

日

本

側

西
内
和
彦
在
ニ
ジ
ェ
ー
ル
臨
時
代
理

大
使

ニ
ジ
ェ
ー
ル
側

モ
ハ
メ
ド
・
バ
ズ
ム
国
務
大
臣
兼
外

務
・
協
力
・
ア
フ
リ
カ
統
合
・
在
外

ニ
ジ
ェ
ー
ル
人
大
臣

平
成
二
十
四
年
二
月
六
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
外
務
省
告
示
第
二
十
四
号

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日
に
ポ
ー
ト
ビ
ラ
で
、
ビ

ラ
中
央
病
院
改
善
計
画
（
詳
細
設
計
）
の
た
め
の
贈
与
に

関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
バ
ヌ
ア
ツ
共
和
国
政

府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

ビ
ラ
中
央
病
院
改
善
計
画

（
詳
細
設
計
）
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
役
務
の
購

入

２

贈
与
の
限
度
額

六
千
五
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
六
年
四
月
三
十
日
ま

で
４

署
名
者

日

本

側

吉
澤
裕
在
バ
ヌ
ア
ツ
大
使

バ
ヌ
ア
ツ
側

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ロ
レ
ン
・
カ
ー
ロ
ッ

ト
外
務
・
貿
易
大
臣

平
成
二
十
四
年
二
月
六
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
外
務
省
告
示
第
二
十
五
号

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日
に
カ
ブ
ー
ル
で
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
に
お
け
る
「
刑
事
司
法

能
力
強
化
計
画
」
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の

書
簡
の
交
換
が
国
際
連
合
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

刑
事
司
法
能
力
強
化
計
画

の
実
施
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
を
購
入
す
る
た
め

の
資
金
の
贈
与

２

贈
与
額

七
億
百
万
円

３

署
名
者

日

本

側

岡
田
誠
司
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
臨
時
代

理
大
使

国
際
連
合
側

ア
シ
ー
タ
・
ミ
ッ
タ
ル
国
際
連
合
薬
物

犯
罪
事
務
所
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
事
務

所
代
表
代
理

平
成
二
十
四
年
二
月
六
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
外
務
省
告
示
第
二
十
六
号

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日
に
ダ
カ
ー
ル
（
セ
ネ
ガ

ル
）
で
、
食
糧
援
助
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換

が
ガ
ン
ビ
ア
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

千
九
百
九
十
九
年
の
食
糧

援
助
規
約
に
関
連
し
て
行
わ
れ
る
食
糧
援
助
の
た
め
の

生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

二
億
七
千
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

ま
で

４

署
名
者

日

本

側

深
田
博
史
在
ガ
ン
ビ
ア
大
使
（
セ
ネ
ガ

ル
に
て
兼
轄
）

ガ
ン
ビ
ア
側

イ
ス
マ
イ
ラ
・
カ
バ
・
サ
ン
ブ
ー
在
セ

ネ
ガ
ル

ガ
ン
ビ
ア
高
等
弁
務
官

平
成
二
十
四
年
二
月
六
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
外
務
省
告
示
第
二
十
七
号

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
五
日
に
東
京
で
、
カ
メ
ル
ー

ン
共
和
国
、
コ
ン
ゴ
共
和
国
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
及
び

中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
に
お
け
る
「
コ
ン
ゴ
盆
地
に
お
け

る
持
続
可
能
な
熱
帯
雨
林
経
営
と
生
物
多
様
性
保
全
の
た

め
の
能
力
強
化
計
画
」
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概

要
の
書
簡
の
交
換
が
国
際
熱
帯
木
材
機
関
と
の
間
に
行
わ

れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

コ
ン
ゴ
盆
地
に
お
け
る
持

続
可
能
な
熱
帯
雨
林
経
営
と
生
物
多
様
性
保
全
の
た
め

の
能
力
強
化
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
物

及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

二
億
七
千
八
百
万
円

３

署
名
者

日

本

側

加
藤
敏
幸
外
務
大
臣
政
務
官

国
際
熱
帯
木

材
機
関
側

エ
マ
ヌ
エ
ル
・
ゼ
・
メ
カ
事
務
局
長

平
成
二
十
四
年
二
月
六
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
財
務
省
告
示
第
三
十
八
号

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
施

行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
十
一
号
）
第
十
三
条
第
三

項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
務
省
の
保
有
す
る
行
政

文
書
の
開
示
に
係
る
手
数
料
の
納
付
を
事
務
所
に
お
い
て

現
金
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
所
を
定
め
る
件
（
平
成

十
三
年
三
月
財
務
省
告
示
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
六
日

財
務
大
臣

安
住

淳

関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所
の
項
中
「
山
梨
県
甲
府

市
北
口
一
e

四
e

十
」
を
「
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
e

一
e

十
八
」
に
改
め
る
。

〇
財
務
省
告
示
第
三
十
九
号

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
四
十
八
号
）
第
十

八
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
務
省
の
保
有

す
る
個
人
情
報
の
開
示
に
係
る
手
数
料
の
納
付
を
事
務
所

に
お
い
て
現
金
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
所
を
定
め
る

件
（
平
成
十
七
年
三
月
財
務
省
告
示
第
百
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
六
日

財
務
大
臣

安
住

淳

関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所
の
項
中
「
山
梨
県
甲
府

市
北
口
一
丁
目
四
番
十
号
」
を
「
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内

一
丁
目
一
番
十
八
号
」
に
改
め
る
。

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
二
十
号

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
二

条
第
十
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物

質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き

国
際
規
制
物
資
を
定
め
る
件
（
昭
和
四
十
七
年
総
理
府
告

示
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
原
子

力
の
平
和
的
利
用
に
お
け
る
協
力
の
た
め
の
日
本
国
政
府

と
ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ェ
ミ
ッ
ト
王
国
政
府
と
の
間
の
協
定

（
平
成
二
十
四
年
条
約
第
一
号
）
の
効
力
を
生
ず
る
日
か

ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
六
日

文
部
科
学
大
臣

平
野

博
文

第
五
十
号
中
「
第
四
十
七
号
」
の
下
に
「
、
第
四
十
九

号
か
ら
第
五
十
一
号
ま
で
、
第
五
十
三
号
」
を
加
え
、
同

号
を
第
五
十
六
号
と
し
、
第
四
十
九
号
の
次
に
次
の
六
号

を
加
え
る
。

五
十

原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
お
け
る
協
力
の
た
め

の
日
本
国
政
府
と
ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ェ
ミ
ッ
ト
王
国

政
府
と
の
間
の
協
定（
平
成
二
十
四
年
条
約
第
一
号
。

以
下
「
日
ヨ
ル
ダ
ン
協
定
」
と
い
う
。）に
基
づ
き
、

ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ェ
ミ
ッ
ト
王
国
政
府
又
は
そ
の
管

轄
の
下
に
あ
る
者
か
ら
売
却
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り

移
転
さ
れ
た
核
原
料
物
質
及
び
核
燃
料
物
質

五
十
一

前
号
の
核
原
料
物
質
及
び
核
燃
料
物
質
か
ら

回
収
さ
れ
又
は
そ
の
使
用
の
結
果
生
産
さ
れ
た
核
燃

料
物
質

五
十
二

日
ヨ
ル
ダ
ン
協
定
に
基
づ
き
、
ヨ
ル
ダ
ン
・

ハ
シ
ェ
ミ
ッ
ト
王
国
政
府
又
は
そ
の
管
轄
の
下
に
あ

る
者
か
ら
売
却
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
移
転
さ
れ
た

資
材
及
び
設
備

五
十
三

前
号
の
資
材
及
び
設
備
の
使
用
の
結
果
生
産

さ
れ
た
核
燃
料
物
質

五
十
四

日
ヨ
ル
ダ
ン
協
定
に
基
づ
き
、
ヨ
ル
ダ
ン
・

ハ
シ
ェ
ミ
ッ
ト
王
国
政
府
又
は
そ
の
管
轄
の
下
に
あ

る
者
か
ら
売
却
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
移
転
さ
れ
た

技
術
に
基
づ
く
設
備

五
十
五

日
ヨ
ル
ダ
ン
協
定
に
基
づ
き
、
ヨ
ル
ダ
ン
・

ハ
シ
ェ
ミ
ッ
ト
王
国
政
府
又
は
そ
の
管
轄
の
下
に
あ

る
者
か
ら
売
却
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
移
転
さ
れ
た

技
術
を
用
い
て
得
ら
れ
た
も
の
と
し
て
日
本
国
政
府

及
び
ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ェ
ミ
ッ
ト
王
国
政
府
が
合
意

し
た
核
燃
料
物
質
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